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（
施
行
期
日
）

１

こ
の
府
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
府
令
に
よ
る
改
正
後
の
企
業
内
容
等
の
開
示
に
関
す
る
内
閣
府
令
（
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
「
新

開
示
府
令
」
と
い
う
。）第
二
号
様
式
記
載
上
の
注
意
Ḣ
ｈ
及
び
İ
ａ
è
の
規
定
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
新
開
示
府
令
第

二
号
の
四
様
式（
新
開
示
府
令
第
二
号
の
七
様
式
に
お
い
て
準
じ
て
記
載
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
場
合
を
含
む
。）、

第
二
号
の
五
様
式
、
第
二
号
の
六
様
式
、
第
三
号
様
式
（
新
開
示
府
令
第
四
号
様
式
に
お
い
て
準
じ
て
記
載
す
る
こ

と
と
さ
れ
て
い
る
場
合
を
含
む
。）、
第
三
号
の
二
様
式
、
第
七
号
様
式
（
新
開
示
府
令
第
七
号
の
四
様
式
及
び
第
九

号
様
式
に
お
い
て
準
じ
て
記
載
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
場
合
を
含
む
。）及
び
第
八
号
様
式
に
お
い
て
準
じ
て
記
載

す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
場
合
を
含
む
。）は
、
有
価
証
券
届
出
書
（
金
融
商
品
取
引
法
第
二
条
第
七
項
に
規
定
す
る

有
価
証
券
届
出
書
の
う
ち
同
法
第
五
条
第
一
項
（
同
法
第
二
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に

よ
る
も
の
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）に
記
載
す
べ
き
最
近
事
業
年
度
の
財
務
諸
表
が
平
成
二
十
四
年

三
月
三
十
一
日
以
後
に
終
了
す
る
事
業
年
度
の
も
の
で
あ
る
場
合
に
お
け
る
有
価
証
券
届
出
書
に
つ
い
て
適
用
し
、

有
価
証
券
届
出
書
に
記
載
す
べ
き
最
近
事
業
年
度
の
財
務
諸
表
が
同
日
前
に
終
了
す
る
事
業
年
度
の
も
の
で
あ
る
場

合
に
お
け
る
有
価
証
券
届
出
書
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３

新
開
示
府
令
第
三
号
様
式
記
載
上
の
注
意
H̄
ｇ
の
規
定
（
新
開
示
府
令
第
三
号
の
二
様
式
、
第
四
号
様
式
及
び
第

五
号
の
四
様
式
に
お
い
て
準
じ
て
記
載
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
場
合
を
含
む
。）は
、
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一

日
以
後
に
終
了
す
る
事
業
年
度
に
係
る
有
価
証
券
報
告
書（
金
融
商
品
取
引
法
第
二
十
四
条
第
一
項
又
は
第
三
項（
こ

れ
ら
の
規
定
を
同
法
第
二
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
規
定
す
る
有
価
証
券
報
告
書
を
い
う
。
以

下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
終
了
す
る
事
業
年
度
に
係
る
有
価
証
券
報
告
書
に
つ
い

て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

〇
内

閣

府

農
林
水
産
省

経
済
産
業
省
令
第
一
号

地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
平

成
二
十
三
年
法
律
第
百
五
号
）
の
一
部
の
施
行
に
伴
い
、
消
費
生
活
用
製
品
安
全
法
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
三
十
一

号
）
を
実
施
す
る
た
め
、
消
費
生
活
用
製
品
安
全
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
命
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
日

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

農
林
水
産
大
臣

鹿
野

道
彦

経
済
産
業
大
臣

枝
野

幸
男

消
費
生
活
用
製
品
安
全
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
命
令

消
費
生
活
用
製
品
安
全
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
九
年
農

林

省

通
商
産
業
省
令
第
一
号
）の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
中
「
都
道
府
県
知
事
」
の
下
に
「
又
は
市
長
」
を
、「
、
都
道
府
県
」
の
下
に
「
又
は
市
」
を
加
え
る
。

様
式
中
「都

道
府
県
知
事

」
の
次
に
「・

市
長

」
を
加
え
る
。
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こ
の
命
令
は
、
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
総
務
省
令
第
二
十
号

総
務
省
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
九
十
一
号
）
及
び
総
務
省
組
織
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
四
十
六
号
）

を
実
施
す
る
た
め
、
総
務
省
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
日

総
務
大
臣

川
端

達
夫

総
務
省
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

総
務
省
組
織
規
則
（
平
成
十
三
年
総
務
省
令
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
一
項
中
「
三
人
」
を
「
二
人
」
に
改
め
る
。

第
十
五
条
の
見
出
し
を「（
企
画
官
）」に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
行
政
手
続
・
制
度
調
査
室
及
び
」
を
削
り
、
同
条

中
第
二
項
及
び
第
三
項
を
削
り
、
第
四
項
を
第
二
項
と
す
る
。

第
十
六
条
（
見
出
し
を
含
む
。）中
「
共
同
利
用
セ
ン
タ
ー
」
を
「
政
府
共
通
シ
ス
テ
ム
基
盤
セ
ン
タ
ー
」
に
改
め
、

同
条
第
四
項
中
「
共
同
利
用
シ
ス
テ
ム
基
盤
（
各
行
政
機
関
に
共
通
し
て
利
用
さ
れ
る
情
報
シ
ス
テ
ム
の
整
備
及
び
管

理
に
お
い
て
共
同
で
利
用
さ
れ
る
基
盤
機
能
並
び
に
施
設
及
び
設
備
を
い
う
。）」
を
「
政
府
共
通
シ
ス
テ
ム
基
盤
（
行

政
機
関
が
情
報
シ
ス
テ
ム
の
整
備
及
び
管
理
に
お
い
て
共
用
す
る
基
盤
機
能
並
び
に
施
設
及
び
設
備
を
い
う
。）」
に
改

め
る
。

第
十
七
条
の
見
出
し
を「（
企
画
官
及
び
調
査
官
）」に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
調
査
官
二
人
」
を
「
企
画
官
及
び
調

査
官
そ
れ
ぞ
れ
一
人
」
に
改
め
、
同
条
中
第
二
項
を
第
三
項
と
し
、
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

企
画
官
は
、
命
を
受
け
て
、
管
理
官
の
つ
か
さ
ど
る
職
務
の
う
ち
重
要
事
項
に
つ
い
て
の
企
画
及
び
立
案
並
び
に

調
整
に
関
す
る
事
務
を
行
う
。

第
二
十
四
条
第
二
項
第
九
号
中
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
交
流
推
進
室
」
を
「
人
材
力
活
性
化
・
連
携
交
流
室
」
に
改
め

る
。第

五
十
条
第
一
項
中
「
二
人
」
を
「
一
人
」
に
改
め
る
。

第
七
十
七
条
の
見
出
し
を「（
校
長
）」に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
及
び
副
校
長
一
人
」
を
削
り
、
同
条
第
三
項
を
削

る
。第

三
百
八
条
の
見
出
し
を「（
消
防
技
術
政
策
室
及
び
政
策
評
価
広
報
官
）」に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
総
務
課
に
、」

の
下
に
「
消
防
技
術
政
策
室
及
び
」
を
加
え
、
同
条
中
第
二
項
を
第
四
項
と
し
、第
一
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

２

消
防
技
術
政
策
室
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一

消
防
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
八
十
六
号
）
第
三
十
五
条
の
三
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
火
災
の
原
因

の
調
査
に
関
す
る
こ
と
。

二

消
防
に
関
す
る
制
度
の
う
ち
技
術
に
関
す
る
も
の
の
企
画
及
び
立
案
並
び
に
研
究
に
関
す
る
こ
と
。

三

消
防
に
関
す
る
試
験
及
び
研
究
に
関
す
る
事
務
の
う
ち
総
合
的
な
政
策
の
企
画
及
び
立
案
並
び
に
研
究
に
関
す

る
こ
と
。

四

消
防
大
学
校
に
お
け
る
事
務
の
う
ち
消
防
法
第
三
十
五
条
の
三
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
火
災
の
原
因
の
調

査
並
び
に
災
害
時
に
お
け
る
消
防
の
活
動
そ
の
他
の
消
防
の
科
学
技
術
に
関
す
る
研
究
、
調
査
及
び
試
験
の
実
施

並
び
に
そ
の
成
果
の
普
及
に
関
す
る
こ
と
。

３

消
防
技
術
政
策
室
に
、
室
長
を
置
く
。

第
三
百
十
条
の
見
出
し
及
び
同
条
第
一
項
中
「
消
防
技
術
政
策
室
、」を
削
り
、同
条
中
第
二
項
及
び
第
三
項
を
削
り
、

第
四
項
第
四
号
中「（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
八
十
六
号
）」を
削
り
、
同
項
を
第
二
項
と
し
、
第
五
項
か
ら
第
十
項
ま

で
を
二
項
ず
つ
繰
り
上
げ
る
。
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こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
条
第
一
項
及
び
第
七
十
七
条
の
改
正
規

定
は
、
同
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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